
国民生活に関わる重要課題についての公開質問に対する回答書 
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１、憲法改正についてお伺いします。 

 憲法は、基本的人権を守り権力の乱用を防ぐために存在しています。憲法改正の発議要件を過半

数に引き下げることは、戦争放棄を定めた９条や基本的人権を保障した 25 条も簡単に変えられる恐

れが出てきます。憲法改正を容易にする 96 条改正対する貴政党のお考えをお聞かせください。 

（ご回答） 

国民主権から発する四大原則の安易な改正を認めないという日本国憲法の硬性憲法の趣旨か

ら、現行の９６条改正手続き規定は、堅持します。 

 

 

２、TPP 交渉への参加問題についてお伺いします。 

各種世論調査でも、TPP 参加に反対・慎重にとの声が上がっています。 

私たちは､国民皆保険の形骸化をはじめとしたあらゆる分野の規制緩和、「安全」の後退を増幅しか

ねない TPP 交渉への参加に反対しています。貴政党のお考えをご回答ください。 

（ご回答） 

TPP は単なる自由貿易協定ではなく、日本の仕組みを大きく変えることになる協定であること

から、TPP 協定締結に反対。 

自由貿易のための FIFA、EPA は、RCEP（東アジア地域包括経済連携）、日中韓 FTA を含め、

積極的に推進します。 

 

 

３、原子力発電所再稼働問題についてお伺いします。 

 私たちは､原子力発電所再稼働反対はもとより、原発即時ゼロ、再生可能エネルギーへの転換を求

めています。貴政党のお考えをご回答ください。 

（ご回答） 

原発の再稼働・新増設は一切容認しません。遅くとも、２０２２年までに最終的な廃止を確

定します。 

中長期的なエネルギーの安定供給を目指し、太陽光、風力、バイオマス等の新エネルギーを

中心とした代替エネルギーの開発・普及やスマート化、燃料電池、蓄電池等の省エネに寄与

する投資を積極的に行います。 

 

 

 

４、医師・看護師をはじめとした医療・介護労働者の夜勤改善･大幅増員についてお伺いします。 

 私たちは、安全･安心の医療･介護を実現するためにも、働き続けられるためにも医療・介護労働

者の夜勤改善･大幅増員など、労働環境改善が不可欠だと考えております。貴政党のお考えをご回答

ください。 

（ご回答） 

医療・介護労働者の治金改善・増員等労働環境改善は積極的に進めなければなりません。過

重労働が常態化した現場も見聞きされています。労働条件を抜本的に改善し、人員を大幅に

増やすとともに離職を防止することで、行き届いた質の高い医療・介護が実現し、国民の安

全・安心につながります。 

 

 

 

 

 



５、働く者の賃上げ施策についてお伺いします。 

個人消費の拡大による実体経済の改善には、何より賃金の引き上げ、底上げが重要です。働く者

の賃金の引き上げにむけた貴政党の政策をお聞かせください。 

（ご回答） 

「地域経済ニューディール」政策、生活者の視点に立った成長戦略、所得再分配機能の適正

化により、地域経済を再生します。 

エネルギー、医療、福祉等将来の成長が見込める分野に積極的に投資し、雇用の創出・拡大

を図ります。 

 

 

（原文ママ） 

 


